
展覧会のご案内 

元永定正 ≪くるくるきいろ≫ ２００９年 

小磯良平記念室 小磯良平 《斉唱》 １９４１年 

安藤忠雄コーナー「震災復興プロジェクト」（常設展示室1階） 

館内施設のご紹介 美術館ご利用案内 

　当館は２００２年に阪神・淡路
大震災からの「文化の復興」の
シンボルとして開館しました。
このコーナーでは、当館の建築
設計を担当した安藤忠雄建築
研究所から寄贈された建築模型・
資料類により、当館および近隣
のプロジェクトを紹介していま
す。 

　美術館をさらに楽しく利用していただくために、当館では展覧
会以外にも以下のような各種催しを実施しています。 

全国の展覧会案内や、美術関係の図書閲覧、映像ソ
フト鑑賞など無料でご利用いただけます。 

■開館時間 
　午前１０時～午後６時（入場は午後５時３０分まで） 
　夜間開館　特別展開催中の金・土曜日 
　　　　　　午前１０時～午後８時（入場は午後７時３０分まで） 
　　　　　　ただし、６月４・５・１１・１２日を除く 

■休館日 
　月曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（１２月３１日、１月１日） 
　メンテナンス休館（２０１１年１月２日～１月１１日） 

■観覧料金 
　●特別展　展覧会によって異なります。 
　●コレクション展（常設展） 
　　一　般／５００（４００）〈３００〉円 
　　大学生／４００（３２０）〈２４０〉円 
　　高校生／２５０（２００）〈１５０〉円 
　　（　）は２０名以上の団体、〈　〉は特別展セット割引料金です。 
　※　中学生以下無料。 
　※　６５歳以上の方は、一般観覧料金の半額になります。 
　※　障害のある方及びその介護者（１名）は各観覧料金の半額になります。 

■交通アクセス 
　電車　○阪神岩屋駅から南へ徒歩約８分 
　　　　○ＪＲ神戸線灘駅南口から南へ徒歩約１０分 
　　　　○阪急神戸線王子公園駅西口から南西へ徒歩約２０分 

　バス　○ＪＲ三ノ宮駅から、阪神バス「ＨＡＴ神戸行」にて約１３分または 
　　　　　神戸市バス「１０１系統」「２９系統」にて約１５分、「県立美術館前」
　　　　　下車すぐ。 

　  車 　○阪神高速神戸線「摩耶ランプ」から「摩耶ランプ南」交差点を西へ。 
　　　　　「摩耶ランプ」から約５分。 
　　　　○国道２号線から「岩屋中町４」交差点を南へ。 
　　　　○地下有料駐車場　乗用車８０台 
　　　　○団体バス待機所　要事前予約 

兵庫県立美術館－「芸術の館」－ 
〒６５１-００７３　神戸市中央区脇浜海岸通１-１-１〔HAT神戸内〕 

TEL ０７８-２６２-０９０１　FAX ０７８-２６２-０９０３ 
http://www.artm.pref.hyogo.jp

　神戸に生まれた近代日本洋画を代表する小磯良平、金山平三の
２人の画家の記念室を展示棟２階に設けています。年間を通じて
それぞれ代表作を中心に２０数点を展示しています。 

小磯良平記念室・金山平三記念室（常設展示室2階） 

金山平三 《大石田の最上川》 １９４８年 

金山平三記念室 

美 術 情 報  
セ ン タ ー  

８０席あるゆとりの空間で、各特別展をイメージした
フランス料理をお楽しみください。 レ ス ト ラ ン  

オープンテラスもあり、お飲み物のほかサンドウィッ
チなど軽食やケーキもご用意しています。 カ フ ェ  

当館のオリジナルグッズやポストカード、美術図書
などを販売しています。 

ミュージアム
シ ョ ッ プ  

各種催しのご紹介 

美術鑑賞をさらに深めていただくために、展覧会関
連の講演会を開催しています。また、年２回開催す
るKEN-Vi文化セミナーでは、著名な文化人をお招
きした講演会を催しています。 

講 演 会  

金・土・日曜日の午後１時から、ミュージアム・ボラン
ティアによるコレクション展のガイドツアーを行って
います。（コレクション展開催期間中：無料） 

ガイドツアー 

日曜日の午前１１時から、ミュージアム・ボランティア
による特別展の解説会を行っています。（特別展開
催期間中：無料） 

解 説 会  

展覧会鑑賞と制作を組み合わせたワークショップな
どを、１ヶ月に１～２回行っています。１０月には美術
館周辺での写生大会、「１０００人のおやこ絵画大会」
を開催しています。 

子どものため
のプログラム 

ミュージアムホールで、１ヶ月に１回程度劇場映画上
映会を行っています。 映 画 会  

自分でも作品づくりをしてみたい方のための実技
講座を実施しています。 美 術 講 座  

館内の様々なスペースを利用した多彩なコンサー
トを１ヶ月に４～５回開催しています。 

※くわしい内容やスケジュールについては、当館の情報誌『ＨＡＲＴ』やホー
　ムページ、催しごとのご案内をご覧ください。 

コ ン サ ー ト  

２１教 P ２－０５３A５ 

表紙 

元永定正 ≪くるくるきいろ≫ ２００９年 陶 
昨年秋、美術館に新たな野外彫刻が設置されました。カフェの前に広がる対岸の
倉庫を借景に黄色いくねったかたちをした陶の元永定正作品です。 
その名も 《くるくるきいろ》。２５０通を超える一般公募の中から選ばれたタイトル
です。 

〈平成２２年度〉 

なぎさ公園 
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写真家 中山岩太 「私は美しいものが好きだ。」 
レトロ・モダン　神戸 
Nakayama Iwata Retrospective

絵画の５つの部屋 
Five Rooms for Contemporary Painting

４月１７日（土）～５月３０日（日） 

　本展では、戦前の神戸と芦屋を拠点に、構成主義的な写真から肖像写真や広告写
真に至るまで多大なる功績を残した、日本を代表する写真家、中山岩太（１８９５-１９４９）
を、ニュープリントとヴィンテージプリントとの比較展示による第１部と、戦前のレトロ
神戸を紹介する第２部とで振り返ります。 

《長い髪の女》１９３３年 

コレクション展Ⅰ ３月２７日（土）～７月４日（日） 

　特集展示は、山村コレクションを中
心とする現代絵画。５つの章を設定して、
様々な角度から現代絵画を紹介します。
その章のひとつで、具体美術協会の代
表的画家白髪一雄（１９２４-２００８）の大
作をまとめて展示します。 

白髪一雄 《黄帝》 １９６３年 

美しき挑発　レンピッカ展 
－本能に生きた伝説の画家 
Tamara de Lempicka and Her Time

５月１８日（火）～７月２５日（日） 

　ポーランド出身の女性画家タマラ・ド・レン
ピッカ（１８９８-１９８０）は、１９２０年代のパリで活
動を始め、モード雑誌から抜け出したかのよ
うなモダンな肖像画で人気を集めました。本
展は、日本初公開の作品約３０点を含む約９０
点の作品と資料でレンピッカの魅力に迫りま
す。 

６月１５日（火）～７月１９日（月・祝） 

　岸田劉生《麗子立像（童女図）》（１９２３年）は、数ある「麗子像」の中でも名作として知
られています。この至高の作品をはじめとして、神奈川県立近代美術館から一挙５５点が
兵庫県立美術館のコレクションと競演します。名品や知られざる逸品などを通して日本
近代美術の流れをたどります。 
特別協力：神奈川県立近代美術館 

　当館では、前身である近代美術館時代から約４０年にわたり、国
内外の彫刻、版画とともに兵庫県にゆかりのある作家を中心に、
日本の近現代美術作品を収集してきました。 
　「美術に親しむ」ことをテーマに３期に分けて、毎回約２００点を
収蔵作品の中から紹介します。美術を見ることを通じて楽しい時
間をお過ごしください。 

岸田劉生 《童女図（麗子立像）》 １９２３年 
神奈川県立近代美術館 

水木しげる・妖怪図鑑 
Mizuki Shigeru: Illustrations of YOKAI

７月３１日（土）～１０月３日（日） 

　漫画家・水木しげるの画業６０周年を記念する本展は、
巨匠が描き続けた妖怪の世界を原画やブロンズ像など
で総合的に紹介すると同時に、過去の美術作品を併せ
て展示することで、私たちの想像力を無限に刺激し続け
る妖怪という存在に考察を加えます。 

ザ・コレクション・ヴィンタートゥール 
スイス発―知られざるヨーロピアン・モダンの殿堂 
Masterpieces from the Collection of the Kunstmuseum Winterthur

１０月２１日（木）～１２月２６日（日） 

　スイス、ヴィンタートゥール美術館のコレクションから、
ゴッホ、ルノワール、ピカソ、ルソーらの名品に加え、ホド
ラーやジャコメッティなど、スイスおよびドイツ美術の作
品も並べ、近代美術のダイナミックな展開を紹介します。
作品９０点はすべて日本初公開。 

フィンセント・ファン・ゴッホ 
《郵便配達人ジョゼフ・ルーラン》 １８８８年 

森村泰昌 
なにものかへのレクイエム－戦場の頂上の芸術 
MORIMURA Yasumasa  A Requiem: Art on Top of the Battlefield

２０１１年１月１８日（火）～４月１０日（日） 

 美術史上の名画や映画女優に自らが扮するセル
フ・ポートレイトの写真作品で知られる美術家、
森村泰昌（１９５１－　）。２０世紀の歴史と男たち
をテーマとする話題の新作シリーズ〈なにもの
かへのレクイエム〉を完全版で通覧する個展を
開催します。ほぼ全ての作品が関西初公開です。 

２０１０県展 
８月７日（土）～２１日（土） 
会場　原田の森ギャラリー 
兵庫県下で美術制作に励む方々の発表の場として続い
てきた公募展です。会場は原田の森ギャラリーです。 

入賞作品展 
８月２４日（火）～２９日（日） 
会場　当館ギャラリー 

《海の幸・戦場の頂上の旗》 ２０１０年（映像作品）より 
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美術の中のかたち－手で見る造形 
Form in Art－Touch and Sense the Piece 
金氏徹平展 
Kaneuji Teppei

コレクション展Ⅱ ７月１７日（土）～１１月７日（日） 

　毎年恒例の本展では、
視覚優位になりがちな
美術鑑賞のあり方を乗
り越えることを目指し
てきました。今回は、金
氏徹平 （１９７８－　）の
作品と企画構成による
展示を予定しています。 

森村泰昌 ≪肖像（九つの顔） 習作≫ １９８９-９８年 

小
企
画 

ブラジル日系人画家の系譜 
－赤川コレクション－ 
Japanese Brazilian Artists from the Akagawa collection

　日伯交流１００周年を記念してサンパウロ在住の日系二世リカルド・タケシ・赤
川氏からブラジル日系人画家の作品６５点が当館に寄贈されました。本展では、
戦前移民の第一世代から現代美術のフィールドで活躍する世代まで、ブラジル
人社会の中での日系人画家の歩みをたどります。 

Oscar Oiwa 《Meet Market》 ２００４年 

特
集
１ 

新収蔵品紹介 
New Acquisitions

　平成２１年度、新たにコレ
クションに加わった作品を紹
介します。 

特
集
２ 

森村泰昌の小宇宙／或る美術蒐集家のコレクション 
Microcosm of MORIMURA Yasumasa

コレクション展Ⅲ １１月２０日（土）～２０１１年３月１３日（日） 

　コレクター大村邦男氏の旧蔵で、２００６年
度に当館所蔵品となった森村作品７２点を
一挙に公開します。個人コレクションなら
ではの魅力にあふれた作品群により、ひと
味違った森村ワールドをお楽しみください。 
　なお、所蔵品を代表する名作によるコレ
クション名品選を併せて開催します。 

小
企
画 

コレクション展（常設展） 

　時代背景や傾向を見つめ、美術の役割を考える、学芸員の企画
による当館独自の展示です。 

小企画 

　所蔵作品から回顧展やテーマ性をもった展示を企画し、特徴あ
る作家や作品を重点的に紹介します。 

特　集 

※　展覧会の内容、名称、会期は都合により変更することがあります。 

麗子登場！－名画１００年・美の競演 
神奈川県立近代美術館×兵庫県立美術館 
REIKO and １００ Years of Japanese Modern Art

※本展はギャラリー棟で開催します。本展では夜間開館はいたしません。 


